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有明文化圏に根ざすみやま市は、いにしえより、自然に抗う
ことなく、自然と調和して生きてきた歴史があります。
約3,000年にわたり守られてきた土壌で、土壌がもつ潜在能力を
活かし、農作物本来の生き方に向き合う農法を学びます。

収穫したジャガイモの試食5月16日土
9：30 スタート
雨天の場合17日日
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土の研究者である藤井一至氏によると、「生命と土だけは、人類には作れない」そうです。長江

流域で約１万年前に始まった稲作は、水と土壌が豊かな有明文化圏、山門の地にもたらされま

した。有明文化圏の北に位置する唐津の菜畑遺跡、放射性炭素 14による年代測定によって

2955年前頃の水田跡であることが明確になりました。同時にこの遺跡からは、数十種類の野菜

栽培の跡も確認されています。この地域では、約三千年にわたって豊かな土壌が育まれ、くらし

が調えられてきました。土本来の力や自然の巡りによって育てる自然栽培は、自然資本の質を

維持・向上させ、「いのち」を育んでくれます。まさに、この地に相応しい、いのち育む学びです。

土からいただくいのち、自然栽培 つきなみ旅連載コラム
vol.20

福井 隆
ブランディングアドバイザー

東京農工大学大学院客員教授
地域生存支援LLP代表
「地域で生きる、希望をつくる」
事業化支援ファシリテーター
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ナスは、抗酸化作用や夏バテ対策、血圧サポート、腸にやさしく低カロリーでヘルシー

など、体にうれしいポイントがいくつもあり「体を調えながら、無理なく食べられる優

しい野菜」です。

瀬高町矢部川沿いの農村地帯は、永い歳月にわたる幾多の氾濫で山の養分が堆積して

できた土壌と云われており、古くから続くナスの一大産地です。総作付面積は、県内の

約半分を占めており、天皇杯を受賞するなど全国に出荷される「博多なす」ブランドを

支えています。ハウス栽培なので年中収穫できますが、なかでも 4 月から6 月にかけて

収穫最盛期となります。

「瀬高なす」は矢部川流域の肥沃な土壌と、先人たちの知恵と経験と努力工夫の結晶で

あり、みやま市の誇れる伝統ブランドです。

「博多なす」ブランドを支える伝統の「瀬高なす」
誇り高き地域の歴史と伝統


